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2 遺構と遺物
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3 包含層の遺物

3 包 含 層 出土 遺 物

(1)土器・陶磁器

弥生土器 (第285図8の

脚は弥生土器の高杯の口縁部。調整はヨコナデだが,摩耗が激しく不明瞭である。

中世土師器 (第285図
"・
Я,図版145)

%は皿で,日径10.8cmに 復元される。外底面は無調整で,内面にはススが付着する。例は非ロクロ

成形で口縁部に一段のヨコナデを施す。口縁端部に面をとらない。日径は13.8cmに 復元される。灯明

皿で回縁部内外面に油煙痕がみられる。いずれも13世紀から14世紀のものと考えられる。

珠洲 (第285図ν～%,図版145)

夕・男は壼である。夕は口縁端面と口縁部内面に櫛目波状文を施す。男は口径20.Ocmで ,頸部にや

や膨らみを持つ。夕・

"は
Ⅲ期からⅣ期に比定される。身は甕の口縁部で, くの字口縁の端部は短く

おさまる。Ⅳ期～V期に比定される。%～ 9Яよ悟鉢である。
"は
口径36.Ocmで ,内面の卸目は一単位

2.8cmで 9日 である。Ⅱ期か。%は方頭口縁の端部が軽 く外傾 し,口縁部の器厚を薄く仕上げる。Ⅱ

期に比定される。9Яよ,内傾した口縁端部の端面に櫛目波状文が施される。内面上半には沈線状の成

形痕が等間隔に3条巡っており, 2条 目の直下から底部に向かって太い櫛歯の原体による卸目を隙間

なく放射状に施すものである。胎土は粗く,外面の調整は粗雑なロクロナデであり,外面上部には幅

広の原体による凹線文を施すものである。Ⅵ期に比定される。明は小型鉢の口縁部で,方頭口縁の端

部は軽く外傾している。 I期～Ⅱ期に比定される。

中国製陶磁器 (第285図 99・ ゴ
",図
版148)

"は
龍泉窯系青磁碗の底部で,12世紀後半のもの。削 り出し高台で畳付けは無釉である。′ωは淳

州窯系粗製染付皿の底部で内面に文様を施す。17世紀前半,明末の呉須手である。高台およびその周

辺に砂目積みの砂粒が付着する。

越中瀬戸 (第285図′ν～打び,図版146。 147)

′ν・′餌は皿である。′クは見込みと外面体部下位から高台は露胎する。高台内に判読不明の墨痕

がある。′餌は内面に灰釉を施す。見込みに釉止めの段があり,17世紀のものとみられる。 ′能 。ヱ
"

は皿の口縁部である。′%は底部から体部が外側に伸び,中程で軽く屈曲,緩やかに立ち上がる。′
"

は口縁端部が軽く外反し,内外面に灰釉を施すものである。′%・ ′θЯよ皿の底部である。いずれも削

り出し高台で,体部に鉄釉を施す。′鋸は口縁部が屈曲して直立し,口縁中央からやや外反する向付

の外形態で,削 り出し高台を持つ。登窯期のものである。体部内外面に鉄釉を施すものである。′ω

は小杯である。口径6.4cmで ,内外面に鉄釉を施し,底部は糸切 りの平底で無釉である。ガθ～
"′
は

壺である。
"θ
は口径9.6cmで ,内外面に錆釉を施す。打ヱ・ガクは,内外面に錆釉を施す。fF′は小重

で鉄釉を施す。ガイ～
"δ
は悟鉢で,全面に錆釉が施される。′ツは口縁の縁帯が短く折れる。ガσは回

縁の縁帯が外方へ出ない。
"σ
は底部破片で,内面に卸目を施す。

唐津 (第286図777～ゴ刀 ,図版148)

ガЯよ椀である。灰白色の胎土に責色味を帯びた透明釉を施す,いわゆる京焼風唐津で,17世紀後

半から18世紀初頭のものである。′
=ど

。

"θ
は皿の回縁部で,灰釉を施すものである。ガど1ま体部中程

で軽く屈曲,外反して外側に伸びる。
"9は
体部から口縁部にかけて緩やかに斜め上方に伸びる。′刀

は小杯である。底部は糸切 りの平底で無釉である。16世紀末から17世紀前半のものである。

う%
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伊万里 (第286図ヱ勿～′刀,図版148)

=2は
仏飯器である。外面に白磁釉を施す。ロクロ成形で,底部は削り出す。高台内は無釉で17世

紀中頃のものである。′
"～
′〃は陶胎染付の碗である。′

"は
高台内側が無釉で,17世紀中頃のもの

である。′πは全面に透明釉を施し,コ ンニャク印判で松の文様を施す。18世紀前半のものである。

I庭は全面に透明釉を施す。18世紀前半のものである。形bは碗である。全面に透明釉を施利し,コ ン

ニャク印判で文様を施す。
=%は
碗の口縁～体部片で,外面に一重網目文を施すものである。17世紀

半ば以降のものである。νЯよ小碗で,外面に染付を施す。乏膠は碗の底部片で,全体に透明釉を施す

ものである。ル炒は陶胎染付の皿である。見込みは蛇の目釉剥ぎし,重ね焼き痕が残る。高台畳付と

高台内は無釉である。17世紀後半から18世紀前半のものである。

陶器 (第285図′″)

′例は,産地不明陶器である。口縁部がやや外反する天目茶椀で,口径は■.5cmに復元される。

(2)木製品 (第286図′η～ヱν,図版154)

=認
は曲物底板。材質はスギで,側面の2箇所に木釘を残す。′貿は漆器の蓋である。材質はブナで,

木取りはヨコ木 (柾目)取 りである。口縁部は欠損する。内面は赤色 (ベンガラ)漆で,外面は黒色

系漆に,赤色漆絵による家紋意匠が対面に施される。錘部分は外面から穿孔される。下地は炭粉渋下

地である。時期は18世紀前後が考えられる注
ワ4。 f影は片面赤色漆,片面露胎の円盤状の板材だが器

種は不明。木胎は針葉樹 (アスナロ)の柾目板。赤色面は十分木地固めされた木胎の上にベンガラ漆

が塗られる。放射性炭素年代測定による時期は15世紀である
注1213。

(3)石製品 (第286図
="～
′節,図版155)

(朝田 要 '泉 英樹 )

′努は蛇紋岩製の磨製石斧である。
=ン
は砂岩製砥石である。破損した 1面を除く他の 5面全てが砥

面であつた。′節 1ま滑石製石鍋の体部片である。外面全体にススが付着していることから,実際に石

鍋として使用された可能性が高い。また調整痕や擦切痕などの再加工を示す痕跡があることから温石

に転用されたと考えられる。このほかに図示していないが,花筒岩製の叩石 1点が出上している。

(4)金属製品 (第286図′%～νθ,図版156)

」
"は
元祐通費である。北宋銭で,初鋳は1086年 (元祐元)である。中世に模鋳される。′Jπ・ア認

は寛永通賓で元禄10年 (1697年 )以降に鋳造された新寛永である。ゴ押・フθは雁首と吸回の間を羅宇

で繁ぐ羅宇煙管。いずれも銅製で,′評は雁首,フθは吸口である。ゴηの火皿部分は出上していない。

油返しの湾曲などから
=即
は19世紀,補強帯の有無などから′Zθは18世紀後半～20世紀のものと考える。

このほかに図示していないが,蹄鉄が 1点,鉄釘 1点が出上している。 (朝田 要)

注12 第三分冊 自然科学分析 漆器文化財科学研究所  「大野江淵遺跡出土漆器の科学分析」
注13 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「大野江淵遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
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まとめ

大野江淵遺跡で検出した主な遺構は,弥生時代の自然流路および中世後半～近世の溜池と溝 。道路

状遺構であり,以下では弥生時代の遺構と中近世の遺構を分けて述べる。

弥生時代後期～終末期,水勢の強い自然流路 S D501が当調査区を東西方向に流れており,上流域

には農耕を営む集落が存在したと考えられる。その縁辺部であった当遺跡には集落に直接関係する遺

構は存在しないが, S D501下層からは当時の上器や,農具・建築部材を含む多くの木製品がまとま

って出土した。そののち比較的早い時期にS D501は 土砂の堆積によって水の流れが阻害され,恒常

的な水の流れのない谷状地となり,そこに粘土 。植物遺体が混じる粘質土がゆっくりと推積したと推

定できる。古墳時代から中世前半までの間,谷状地であったS D501と その周辺は低湿地や沼地であ

り,調査区内には集落は存在しなかった。中世後半にはS D501の大部分が埋没し,若干低い窪地状

の地形ではあるものの比較的乾燥した平地となった。近世以降になると,微低地状であったS D501

とその周辺は完全に埋没したと考えられる。

中世から近世にかけての主な遺構は溜池や溝などであり,同様の遺構が確認されている近隣の遺跡

には,当遺跡の南西方向に約 l km離れた中尾山裾部に位置する中尾新保谷内遺跡がある。中尾新保谷

内遺跡の調査では,主に12世紀後半～14世紀初頭を中心とした集落跡と15～ 16世紀および近世の溝・

溜池等が確認されており,その調査結果から中世前半には居住域であり,中世後半に耕地化がすすん

だと考えられている。当遺跡でも中世後半には耕地化が開始され,中世後半から近世の間に耕作で利

用する溜池や溝などが開削されたと考えられる。ただ調査区内に明確な集落の存在を示す遺構がない

こと,溜池などの遺構から出土した遺物の質量が共に乏しいことなどから個々の遺構について明確な

時期を述べることは難しい。そのため当遺跡では遺構出土遺物と併せ,植物遺体の自然化学分析結果

や埋上の種類・堆積状況の相互比較から,当調査区の主要な遺構である溜池とそれに連結する溝を中

心に,遺構の時期を15世紀後半～16世紀前半と16世紀後半以降の2つのグループに大別した。ただ大

規模な遺構である溜池は,実際に長期間使用されたもの以外でも,廃棄された後も開口した状態や窪

地の状態で残った溜池跡に後世の遺物が混入することで,実際に使用された期間より存続期間が長く

推定される可能性が指摘されている。

もともと標高の低い丘陵性山地と小平野からなり大河川が存在しない氷見地方は干害対策としての

溜池が卓越し,昭和25年の調査では3,274面 の溜池が存在し,昭和33年の調査では氷見の水需要の約

270/Oが溜池に依存していることが確認されている。また,昭和35年に行われた奈良県における溜池築

造年代の調査では,近世 (1603～ 1867)に築造された溜池数が築造年代の判明する溜池総数の約81%

を占め,地域は異なるものの8割以上がこの時期に集中していることは,近世が溜池の成立とその管

理・水利慣行に一時期を画する時代であったことを示している。この背景には技術力の向上とともに,

以前に比べ圧倒的に安定した集権的統一政権の成立により個々の幕藩領主による新田開発と水利施設

の整備などの諸政策がより長期的・広域的に実行することが可能になったことがあると考えられる。

当遺跡内の溜池の数をみてみると,A地区で13面,B地区で 6面,C地区で6面,計25面の溜池を

検出した。また,実際にはそれ以上の溜池が存在した可能性もある。たとえばBl・ B2・ C地区内

の自然流路S D501と 複数の溝が複雑に切り合っている遺構群の上層観察結果からは, 1つの遺構と

して検出。掘削した遺構のなかに溜池など異なる遺構の特徴が混在しているものが確認でき,完掘後

の平面的な観察結果からも別の遺構とする方が調査結果との整合性が高いものもあったことが挙げら
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第Ⅵ章 大野江淵遺跡

れる。

次に構造面をみてみると,近世以前に平野に開削された溜池は,掘削時に生じる土砂を利用した土

堰堤と呼ばれる築堤を行うことで貯水量の増大と排上の処理を同時に行うことが多いが,地山が砂質

上である当調査区では築堤は行われておらず,そのため溜池の体積がそのまま貯水量に直結している

と推定できる。個々の溜池の規模は主に3つ に大別され,開削時の貯水量は大規模なもので約30～ 36

トン,中規模のもので約16～20ト ン,小規模なもので約 8～ 12ト ンであり,当遺跡で検出した溜池の

総貯水量は約380ト ンである。ただ前述したように25面以上の溜池が存在した可能性があること,同

時期に存続した溜池数に変遷があること,調査区内の溜池のみの合計であることなどを考慮に入れる

必要があることから,この総貯水量は一つの目安である。次に貯水の方法とその水源だが,当調査区

の地山は砂質上で掘削が容易であり湧水点も浅いことから溜池のほとんどは湧水点に達しており,そ

の水量が豊富であることと併せ,開削時の貯水は湧水と天水に依存していたと推定できる。しかし溜

池は長期間使用すると湧水層の上に透水性の低い植物遺体の混じる粘質上が堆積してしまい,湧水に

よる貯水が難しくなる問題点がある。その場合,溜池に築堤を行っておらず地山が崩れやすい性質で

ある当地域では,湧水点まで浚渫して再利用するよりも水源まで溝を掘り導水するか,新たに溜池を

開削し短い溝で連結した方が合理的である。このこともあり,再掘削が行われた可能性がある溜池は

S G722のみであり,他の大部分の溜池は導水のための長い溝で水源とつながるか,複数の時期差の

ある溜池が短い溝で連結していたと考えられる。当遺跡では25面の溜池のうち20面が溝と連結してい

たと推測でき,残 りの 5つのうち3つは調査区外に拡がるものである。また,溜池の平面形は,楕円

を呈するものが多数を占める。長い溝と接続する溜池のほとんどは長径の方向と溝の接続方向が一致

しており,長径の方向と水源との位置関係には相関性があると推定できる。開削当初は豊富な湧水に

よる貯水が望める場合でも,溜池の開削が労働力の集約が必要な公共性の高い大規模な土木事業であ

ること,個々の溜池に湧水や天水で貯水できる量や時期が限定されるために農業分野の水需要に対す

る供給源としても水量が不十分であると考えられることなどから,ほとんどの溜池は谷頭を堰き止め

た大型の溜池や河川などの水源と用水でつながり導水することで中。長期的で安定した貯水量の維持

を図つている。当地域でも同様に,調査区外に延びる長い溝で水源と連結することで安定した貯水量

を維持した溜池は,蓄えた水を周辺地域の耕地に分配する水瓶としての役割を果たしていたと考えら

れる。

最後に溜池の存続時期だが,15世紀後半～16世紀前半のグループは,中尾新保谷内遺跡と同様,荘

園公領制の解体と国人領主の権限強化に伴って領主が灌漑の統制・管理を目的として開削させたと考

えられる。 S G400・ 403・ 405。 407の連結する溜池群が代表的なものであり,比較的小規模で,長径

を南北方向に持ち,導水のための長い溝と連結せず貯水方法が湧水と天水のみであると推定できるこ

となどが特徴で,その大部分が17世紀中頃までに埋没した。16世紀後半以降のグループは,天正13年

(1585)の 加賀藩前田家による氷見地方の支配開始と検地 。新田開発の奨励,新田開発に伴って開削

された溜池や,元和 6年 (1620)の 大野用水開削,その後に谷頭に築造された大規模な溜池である谷

内池・茅戸池などの新たな水利施設の整備などに伴って開削されたと考えられる溜池で,比較的大規

模である,導水のための溝で水源と連結していたと推定できることなどが特徴であり,これらの溜池

(朝田 要)群は江戸時代を通して連綿と開削・維持運営されたと考えられるだろう。
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石製品
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溜池一覧

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m)

出土遺物 時期 特記 挿図番号 写真図版
長 さ 幅 深 さ

SG5] Al― SK51 不整 (432 380 土製品 近世 SK17>SG51>SD301

SD302

249

SG52 Al― SK52 楕円 312 砥石 近世 >SD10 249

SG53 Al― SK53 不整 616 266 土師器 近世 >SD5'SD301・ SD302 249

SG191 Al― SK191 不整 504 中世～近世 >SD5 250・ 25ユ 138

SG200 Al― SK200 不整 896 珠洲 (″・ιの ,唐津 ,骨 中世～近世 >SD4 250・ 251 138

SG201 Al― SK201 不整 1044 320 須恵器 (留),珠洲 中世～近世 >SD5 250  251 138

SG400 A2-SK100 不整 (684 340 041 須恵器(π・π),漆器(εの 中世 252-254 138

SG403 A2-SK103 楕 円 (400 漆器 (α) 中世 >SD404 252-254 138

SG405 A2-SK105 楕 円 362 中世土師器 (ω),漆器 (知 ) 中世 252-254 138

SG407 A2-SK107 楕円 862 中世 >SD406 252-254 138

SG408 A2-SK108 楕円 828 332 中世～近世 252・ 255 138

SG409 A2-SK109 不整 1372 (532 060 土師器,越中瀬戸 (密),唐津

(2),伊万里 (2・ 2),漆器

(79‐ ),円形板 (絡),棒材,板

材,種実,煙管 (77)

近世 252・ 255・

256

138

SG410 A2-SKl10 不整 (568 508 弥生土器,須恵器 ,不明陶器 近世 252・ 255・

256

138

SG507 Bl― SK07 楕 円 1460 380 中世～近世 >SD508 257

SG517 Bl― SK17 楕円 1470 400 中世～近世 >SD518・ SD531 258 139

SG528 Bユ ーSK28 不整 (480 須恵器,珠洲,近代磁器 中世～近世 258

SG545 Bl― SKも 楕円 400 中世～近世 >SD503 271・ 272

SG613 B2-SK13 楕 円 1080 400 089 中世～近世 >SD612 259・ 274 139

SG620 B2-SK20 不整 (416 中世～近世 SD601>SG620>SD602・

SD612

274・ 275

SGttЭ 7 C― SK07 楕円 320 砥石 中世～近世 >SD501 260・ 261

SG713 C― SK13 楕 円 (350 080 中世～近世 260・ 26ユ

SG714 C― SK14 楕 円 2B0 中世～近世 260・ 26ユ

SG722 C― SK22 楕円 1290 490 珠洲 中世～近世 SK726>SG722>SD501・

SD612

262・ 263・

274

SG727 C― SK27 楕 円 580 870 090 中世～近世 SG728>SG727>SD501

SK736

264・ 265

SG728 C― SK28 不整 (850 500 098 珠洲 (p 中世～近世 SK736>SG728>SD738・

SG727

264・ 266・

274

9~7′



遺構 旧遺構番号
規模(m)

出土遺物 時期 特記 挿図番号 写真図版
幅 深 さ

SD4 Aユ ーSD04 須恵器 中世～近世 <SG200 266・ 267 140

SD5 Al― SD05 038 土師器,越中瀬戸,石鍋 (p) 中世～近世 くSG53・ SC191・ SG201 266・ 267 140

SD10 Al― SD10

A2-SDlll

中世～近世 くSG52 249

SD301 A2-SD01 040 須恵器(とり,土師器,越中瀬戸 (どめ ,

励

近世 <SG51・ SG53・ SK12・ SK15'

SK18

268・ 279 140

SD302 A2-SD02 220 024 近世 くSG51'SG53・ SK16・ SK305 268 140

SD303 A2-SD03 0肛 016 近世 >SD350 1刊

SD304 A2-SD04 018 近世 268 140

SD308 A2-SD08 05kl α04 中世～近世 <SK310 269 140

SD309 A2-SD09 070 008 中世～近世 <SD350 269 140

SD350 A2-SD50 094 中世～近世 SD303>SD350>SD309 268・ 270 140

SD380 A2-SD80 073 027 中世～近代 くSK381 270 140

SD402 A2-SDl骸 中世 252-254

SD404 A2-SD104 087 中世 くSG403 252～254

SD406 A2-SD106 020 中世 くSG407 252・ 253

SD502 Bl― SD02 土師器,須恵器,伊万里 lZl 中世～近世 >SD501 236・ 271

272

SD5C13 BユーSD03 (180 052 土師器 中世～近世 <SG545 271 ・272

SD504 BユーSD04 320 100 弥生土器,須恵器(あり,珠洲にの ,

種実

中世～近世 >SD5111・ SD612 235'271・

272

SD508 Bユ ーSD08 070 l118 中世～近世 <SG5C17 257・ 273

SD518 Bl― SD18 0削 l128 中世～近世 SG517>SD518>SD501・ SK525 273

SD531 Bl― SD31 120 α28 中世～近世 SG517>SD531>SD537・ SD543 273

SD537 Bl― SD37 124 026 中世～近世 <SD531

SD543 Bl― SD43 α33 010 中世～近世 <SD531 273

SD601 B2-SD01

C― SD40

&66 088 須恵器,珠洲 (∂の,瀬戸,越中瀬戸,

唐津,伊万里,近代磁器,陶製人形,

不明陶器,近代薬瓶,加工木,鉄鍋

把手 P(むめ ,蹄鉄,種実

近代 >SG620・ SK625

SD602 B2-SD02

C― SD39

388 080 土師器,近代陶磁器,種実 中世～近世 SK609>SD602>SD612・ SG620 264・ 274・

275・ 281

SD612 B2-SD12

C― SD25

&16 122 土師器,珠洲 中世～近世 SD504・ SD602・ SD614'SG613・

SG620・ SG722>SD612>SD501・

SK615

262・ 263・

274-278

SD614 B2-SD14 αω 020 中世～近世 >SD612 274・ 277・

278

SD738 C― SD38 027 須恵器 中世～近世 <SG728・ SK737 264・ 265。

282
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第40表 大野江淵遺跡 中近世 土坑一覧
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 時期 特記 挿図番号 写真図版

長 さ 幅 深 さ

SK2 Al― SK02 楕円 040 中世～近世 279

SK3 Al― SK03 糖 円 100 0紹Э 022 中世～近世 279

SK12 Aユ ーSK12 楕 円 096 066 近世 >SD301 268・ 279

SK15 Al― SK15 不整 234 094 024 土師器 近世 >SD301 SK16 279

SK16 Al― SK16 不整 038 土師器 近世 SK15>SK16>SD302 279

SK17 Al― SK17 楕P3 142 037 土師器 近世 >SG51 279

SK18 Aユ ーSK18 楕円 074 044 近世 >SD301

SK33 Al― SK33 円 026 024 006 唐津 中世～近世

SK34 Aユ ーSK34 円 006 中世～近世

SK39 Aユ ーSK39 円 056 054 012 中世～近世

SK40 Al― SK40 円 056 050 030 伊万里 中世～近世

SK58 Al― SK58 不整 132 中世～近世

SK65 Al― SK65 円 028 008 唐津 中世～近世

SK74 Al― SK74 楕円 364 土師器,越中瀬戸 (孵) 中世～近世 >SK132

SK132 Al― SK132 不整 442 112 中世～近世 くSK74・ SK193

SK192 Al― SK192 不整 248 (114 024 唐津 中世～近世

SK193 Al― SK193 不整 中世～近世 >SK132

SK305 A2-SK05 円 098 078 032 近世 >SD302 280

SK310 A2-SK10 不整 076 040 中世～近世 >SD308 280

SK319 A2-SK19 楕 円 144 086 中世～近世

SK332 A2-SK32 円 035 中世～近世 280

SK342 A2-SK42 不整 078 中世～近世 280

SK352 A2-SK52 楕 円 128 中世～近世 280

SK381 A2-SK81 楕 円 084 062 026 中世～近世 >SD380 270

SK512 Bl― SK12 楕 円 080 020 越中瀬戸 (をつ 中世～近世

SK525 Bl― SK25 不整 344 320 022 中世～近世 くSD518

SK544 Bl― SK44 精円 172 144 065 中世～近世 >SD501

SK609 B2-SK09 楕 円 越中瀬戸 中世～近世 >SD602

SK611 B2-SKll 楕 円 236 080 中世～近世 281

SK615 B2-SK15 楕 円 060 025 中世～近世 くSD612 274

SK627 B2-SK27 楕円 230 (■4 124 中世～近世 281

SK709 C― SK09 円 100 020 中世～近世 282

SK726 C― SK26 不整 284 009 中世～近世 >SG722 262・ 263

SK729 C― SK29 楕円 中世～近世 282

SK735 C― SK35 不整 060 弥生土器,須恵器 不 明 282

SK736 C― SK36 楕 円 180 珠洲 中世～近世 SG727>SK736>SG728 264・ 265

SK737 C― SK37 円 050 中世～近世 >SD738 282

第Ⅵ章 大野江淵遺跡
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)
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図
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物
真 版
写 図

遺
構
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地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

TI
H薬

備
考

口
径

器
高

底
径

′
14
3
SD
50
1
X7
8Y
81
 
最
下
層

弥
生
土
器

一 堕
12
6

弥
生
後
期

10
YR
8/
4
浅
黄
橙
色
赤
色
粒
砂
粒
骨
針

″
SD
50
1
X7
1Y
65
 
最
下
層

弥
生
土
器

弥
生
後
期

25
Y7
/2
灰
黄
色

骨
針

′
SD
50
1
X8
3Y
61

弥
生
土
器

弥
生
後
期

25
YR
7/
8
橙
色

砂
粒
・
骨
針

外
面
黒
変

F
SD
50
1
X7
0Y
64

弥
生
土
器
小
型
重

12
8

弥
生
後
期

5Y
R7
/6
橙
色

砂
粒
・
骨
針

外
面
黒
変

24
1

D‐
SD
50
1
X8
0Y
70

弥
生
土
器
箋

10
YR
y3
浅
黄
橙
色
赤
色
粒
・
砂
粒
・
骨
針

0
SD
50
1
X2
Y7
0

弥
生
土
器
菱

25
Y7
/3
浅
黄
色

骨
針

7
14
3
SD
50
1
X8
1Y
86
 
最
下
層

弥
生
土
器
莞

弥
生
後
期

10
YR
y2
灰
白
色

赤
色
粒

∂
14
2
SD
50
1
X7
0Y
63

弥
生
土
器
菱

l猛
6

弥
生
後
期

25
YR
3/
3
暗
赤
褐
色
赤
色
粒
・
砂
粒
・
骨
針

ス
ス
付
着

,
14
2
SD
50
1

弥
生
土
器
羹

弥
生
後
期
～
終
末
期
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
白
色
粒
骨
針

内
外
面
黒
変
 
穿
孔
1箇
所

SD
50
1
X8
5Y
87
 
最
下
層

弥
生
土
器
菱

20
0

弥
生
後
期

75
YR
76
栓
色

赤
色
粒
砂
粒

ス
ス
厚
く
付
着

SD
50
1
X7
3Y
70

弥
生
土
器
鉢

弥
生
後
期

5Y
R7
/3
に
ぶ
い
橙
色
砂
粒
骨
針

内
外
面
赤
彩
 
ス
ス
付
着

24
1
ア
フ

SD
50
1
X7
3Y
68

弥
生
土
器
鉢

25
Y7
/3
浅
黄
色

赤
色
粒
・
骨
針

24
1

SD
50
1
X7
3Y
60
 1
層

弥
生
土
器
鉢

25
Y8
/2
灰
自
色

赤
色
粒
・
砂
粒
・
骨
針

Z″
1ユ

SD
50
1
X7
1Y
67

弥
生
土
器
有
孔
鉢

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色
赤
色
粒
・
砂
粒
骨
針

SD
50
1
X8
3Y
62

弥
生
土
器
高
杯
(脚
都
)

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

14
3
SD
50
1
X7
6Y
70
 
最
下
層

弥
生
土
器
蓋

つ
ま
み
径 43

弥
生
後
期
～
終
末
期
5Y
R7
/6

橙
色

赤
色
粒
・
砂
粒
・
骨
針

ス
ス
付
着

14
4
SD
50
1
X6
8Y
65

須
恵
器

有
台
杯

8C
N7
/0

灰
自
色

SD
3Э
ユ
X7
3Y
60

珠
洲

鉢
Ⅱ
期

Nν
0

灰
色

SD
50
1
X7
3Y
64

越
中
瀬
戸

皿
34
18
C

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

75
YR
3/
2
黒
褐
色

鉄
釉

高
台
外
側
飛
沫
状
に
釉
薬
(鉄
釉
)力
X寸
着

ν
14
5
SG
20
0

珠
洲

信
鉢

24
0

Ⅱ
期

Nν
0

灰
色

砂
粒
・
骨
針

ス
ス
付
着

28
3
″
14
5
SG
20
0
X1
0Y
43

珠
洲

悟
鉢

N7
0

灰
色

砂
粒
骨
針

28
3
04
r
14
4
SG
20
1
X1
0Y
28

須
恵
器

奏
30
2

9～
10
C

5Y
5/
1

灰
色

砂
粒

体
14
4
SC
40
0
X4
0Y
62
 
上
層

須
恵
器

有
台
杯

73
N6
/7
0

灰
色

28
3
π
14
4
SG
40
0
X5
5Y
60
 
上
層

X5
6Y
61
 
上
層

X5
3Y
61
 1
層

須
恵
器

杯
80

25
Y6
/1
黄
灰
色

底
郎
板
状
圧
痕

28
3
ω
14
6
SG
40
5
下
層
 N
o 
l

中
世
土
師
器
皿

15
C後
半
～
16
C
10
YR
ν
l
褐
灰
色

骨
針

内
外
面
,断
面
黒
変

28
3
刻
14
7
SG
40
9
X3
8Y
66
 
上
面

越
中
瀬
戸

皿
10
9

16
C末
～
17
C

10
YR
シ
ユ
掲
灰
色

5Y
y2

灰
白
色

灰
釉

28
3
″
14
8
SG
40
9
X3
9Y
69
 
最
下
層

唐
津

皿
17
C後
半
～
18
C前
半
25
Y8
/2
灰
白
色

10
G7
1
暗
い
灰
緑
色
飼
緑
釉
内
野
山
窯
 
蛇
の
目
釉
剥
ぎ

28
3
密
14
8
SG
40
9
X3
8Y
69
 
上
層

伊
万
里

皿
17
C中
頃

N8
/0

灰
白
色

透
明
釉
陶
胎
染
付
5P
B4
//
6 
く
す
ん
だ
青
色
(内
面
)

28
3
密
14
8
SG
40
9
X3
8Y
69
 
最
下
層

伊
万
里

皿
84
17
C中
頃

NV
0

灰
白
色

透
明
釉
陶
胎
栄
付
25
PB
4ん
 
く
す
ん
だ
青
色
(内
面
)

チ
ャ
ツ
痕

28
3
密

SG
72
8
X9
2Y
86
 
最
下
層

珠
洲

莞
14
5

N6
/0

灰
色

28
4
紗
14
7
SK
74
X3
0Y
50

越
中
瀬
戸

重
10
YR
ン
3
浅
黄
橙
色

75
YR
3/
3
暗
褐
色

鉄
釉

28
4
翻
14
7
SK
51
2

越
中
瀬
戸
一 望

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

75
YR
73
褐
色

鋤

28
4
ワ
14
4
SD
30
1
X5
1Y
3ユ

須
恵
器

杯
受
都
径

12
Ю

7C
前
半

＼
6/
S

灰
色

28
4

“

SD
30
J
X5
3Y
31

越
中
瀬
戸
橋
鉢

16
C末
～
17
C
75
YR
8/
4
浅
黄
橙
色

砂
粒

25
YR
5/
6
明
赤
褐
色
錆
釉

卸
目
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跡
 
土
器
・
陶
磁
器
一
覧
(2
)

挿
図
遺
物
真 版
写 図

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

口
径

器
高

底
径

28
4
7
14
8
SD
50
2
X7
6Y
59

伊
万
里

火
入
れ

ユ
8C
前
半

N7
/0

灰
白
色

名
5Y
72
灰
オ
リ
ー
ブ
色
灰
釉

陶
胎
染
付
か

28
4

“

1軽
SD
50
4
X8
1Y
73

須
恵
器

杯
蓋

75
Y6
/1
灰
色

28
4

“

SD
50
4
X8
2Y
70

珠
洲

鉢
12
0

N5
/0

灰
色

白
色
粒
・
骨
針

28
4
∂
7
14
5
SD
60
1
X1
00
Y9
4 
最
下
層

珠
洲

養
25
GY
5/
ユ
オ
リ
ー
プ
灰
色
骨
針

28
5
″

弥
生
土
器
高
杯
(杯
部
)
20
0

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
栓
色
赤
色
粒
・
骨
針

28
5
"
14
5

X5
3Y
61
 1
層

中
世
土
師
器
皿

10
8

13
～
14
C

75
YR
y4

i完
黄
橙
色
赤
色
粒
砂
粒
・
骨
針

ス
ス
付
着

剪
14
5

X7
1Y
58
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
灯
明
受
皿

13
8

13
～
14
C

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

内
外
面
一
部
油
煙
痕

ν
14
5

X4
3Y
46
 1
層

珠
洲

童
37
0

皿
～
Ⅳ
期

N6
/0

灰
色

櫛
日
波
状
文

28
5
"
14
5

X3
7Y
35
 1
層

X3
8Y
48
 1
層

珠
洲

20
Ю

Ⅲ
～
Ⅳ
期

N6
カ

灰
色

砂
粒

28
5
%

14
「
D

X6
8Y
53
 1
層

珠
洲

菱
Ⅳ
～
V期

N6
カ

灰
色

28
5
"
14
5

X3
7Y
37
 1
層

珠
洲

僑
鉢

36
0

Ⅱ
期
か

25
Y8
/1
灰
白
色

骨
針

在
日
目
2 
8c
m9
目

%
X7
9Y
71
 1
層

珠
洲

播
鉢

40
0

Ⅱ
期

N7
0

灰
色

2箭
X7
7Y
82

珠
洲

橋
鉢

Ⅵ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

櫛
目
波
状
文

28
5
男

Xl
Cl
ll
Y7
1 
1層

珠
洲

鉢
I～
I期

N3
/0

暗
灰
色

骨
針

28
5
"

X7
3Y
54
 1
層

中
国
製
青
磁
碗

12
C後
半

N7
/0

灰
白
色

25
GY
6/
1
オ
リ
ー
ブ
灰
色
青
磁
釉

28
5
′
ω

X9
2Y
88
 1
層

中
国
製
染
付
皿

17
C前
半

N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
染
付
25
PB
5/
/6
 
く
す
ん
だ
青
色
 
呉
須
手

洋
州
窯

28
5
′
0′

X5
2Y
65
 1
層

陶
器

天
目
茶
椀

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
栓
色

10
YR
3/
1
黒
褐
色

帥

28
5
ダ
ν
14
6

X2
3Y
53
 1
層

越
中
瀬
戸

皿
50

25
Y7
/1
灰
白
色

10
YR
3/
3
暗
褐
色

鉄
釉

底
部
に
墨
書
文
字
不
明

28
5
′
露

X3
8Y
33
 1
層

越
中
瀬
戸

皿
50

25
Yン
3
淡
黄
色

砂
粒

25
Y6
/3
に
ぶ
い
黄
色
灰
釉

灰
釉
(内
面
)

′
0盟
14
7

X7
1Y
51

越
中
瀬
戸

皿
10
8

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

25
Y7
/2
灰
黄
色

灰
釉

′
θ
5
14
7

X7
9Y
73

層
越
中
瀬
戸

皿
25
Y7
/1
灰
白
色

25
Y7
/2
灰
黄
色

灰
釉

ゴ
防
14
7

X6
7Y
68

層
越
中
瀬
戸

皿
75
YR
3/
4
浅
黄
橙
色

75
YR
3/
2
黒
褐
色

鰤
高
台
内
外
飛
沫
状
に
釉
薬
(鉄
釉
)が
付
着

14
7

X7
1Y
70

層
越
中
瀬
戸

皿
75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

75
YR
3/
1
黒
褐
色

錦
高
台
内
外
部
分
的
に
灰
付
着

28
5
′
θ
∂

X7
1Y
51

層
越
中
瀬
戸
向
付

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

5Y
R4
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
鉄
釉

28
5
′
Oθ

X3
6Y
40

層
越
中
瀬
戸

小
杯

26
5

16
C末
～
17
C
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

鉄
釉

28
5

X1
9Y
34

層
越
中
瀬
戸
一 質

25
Yy
l
灰
白
色

10
YR
72
灰
黄
褐
色
錆
釉

28
5

14
7

X5
6Y
44

越
中
瀬
戸

重
10
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

砂
粒

5Y
R4
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色
錆
釉

28
5

Iイ
ツ

X3
5Y
58
 1
層

越
中
瀬
戸
一 璽

13
B

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
砂
粒

5Y
R3
/3
暗
赤
褐
色
錆
釉

28
5
′′
θ

X8
5Y
68
 1
層

越
中
瀬
戸
一 空

5Y
R7
/コ
に
ぶ
い
橙
色

25
YR
4/
4
に
ぶ
い
赤
褐
色
鋤

28
5

X4
1Y
63
 1
層

越
中
瀬
戸
播
鉢

24
0

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

5Y
R5
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色
錆
釉

28
5
′′
j
14
7

X1
5Y
34
 1
層

越
中
瀬
戸

橋
鉢

(3
00

10
YR
ン
4
浅
黄
栓
色

25
YR
ク
2
灰
赤
色

第
釉

28
5

14
7

X1
0Y
61
 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
悟
鉢

12
2

75
YR
y4
浅
黄
橙
色

75
YR
4/
/4
褐
色

鋤

28
6

X4
4Y
54
 1
層

京
焼
風
唐
津
椀

17
C後
半
～
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C初
頭
10
YR
8/
2
灰
白
色

透
明
釉

28
6
アイ
ど

X7
0Y
53
 1
層

唐
津

皿
16
C末
～
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C前
半
?
N4
/0

灰
色

5Y
7/
2
灰
白
色

灰
釉

28
6

X8
1Y
58
 1
層

唐
津

皿
16
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～
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半
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1
灰
白
色
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3
に
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黄
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釉

28
6
ア
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9
14
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津
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杯
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～
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半
25
Y7
/2
灰
黄
色

5Y
7/
2
灰
白
色

灰
釉
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挿図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類

法量 (cln)
材質 備考

長 さ 幅 厚 さ

242 刀 SD501 X70Y64 田下駄 298 スギ 有孔 (4箇所 )

242 2 149 SD501 X73Y69 梯子 スギ

242 ″ 149 SD501 X70Y65 梯子 (1218) スギ 放射性炭素年代No58

243 2, 150 SD501 X73YЮ No2 棒材 (762) 組み合わせ木製品

248 % 150 SD501 X73Y70 No3 勅 (203) 組み合わせ木製品

248 笏 150 SD501 X73Y70 No6 棒材 (458) 組み合わせ木製品

% SD501 X73Y70 No4 棒材 794 組み合わせ木製品

150 SD501 X73Y70 NQ5 棒材 組み合わせ木製品

243 雰 150 SD501 X73Y70 Nα 7 棒材 852 組み合わせ木製品

"
150 SD501 X73Y70 No9 棒材 (→ 8) 組み合わせ木製品

243 静 SD501 X73Y70 Nα 9 棒材 (351) 組み合わせ木製品

タ SD501 X73Y70 No8 棒材 (833) 組み合わせ木製品

243 弦 SD501 X73Y70 No10 棒材 組み合わせ木製品

244
"

SD501 X73Y70 NQll 棒材 ス ギ 組み合わせ木製品

244 ν 1〔XD SD50ユ X78Y70 No12 棒材 (836) 2 組み合わせ木製品

244

“

SD501 X73Y70 N013 棒材 809 組み合わせ木製品

244

“

SD501 X73Y70 勅 (362) ス ギ 組み合わせ木製品

244 150 SD50] X73Y70 No17 棒材 4 スギ

244 露 150 SD50] X70Y63 板材 (878) スギ

押 150 SD501 No19 板材 1474 ス ギ 有孔 (2箇所)

245 をθ SD501 No25 板材 562 ス ギ 有孔

245 SD501 X70Y66 板材 (570) ス ギ 有孔 (2箇所)

245 ワ SD501 X72Y66 最下層 板材 ス ギ 有孔

客 SD501 X85Y88 下層 板材 ス ギ 有孔

245 ク SD501 NQ21 板材 ス ギ 有孔

245 rD‐ SD501 最下層 No11(No10の下 ) 板材

246 SD501 X85Y88 最下層 No5 板材 1242 ス ギ 有Tし (4箇所)放射性炭素年代血60

246 152 SD501 X74Y70 Nol 板材 (812) ス ギ 有孔 (2箇所)

密 SD501 X70Y62 板材 (615)

つ SD501 X78Y78 板材 (583) 手斧加工痕明瞭

247 何 152 SD501 Nα22 板材 (898) ス ギ

247 伊 SD501 Nα59 板材 888 ス ギ

247 ν SD501 X74Y68 最下層 棒材 (968)

247 露 SD501 X74Y68 最下層 棒材 (972)

247 ν SD501 X73Y70 N015 棒材

247 5D‐ 150 SD501 X72Y70 No16 棒材 (552) ス ギ

247 χ 150 SD501 X73Y70 No14 棒材 (659) ス ギ

SD501 No51 棒材 (586) ス ギ 有孔

D‐3 SD501 X70Y68 棒材 (248) スギ 木釘あ り

248 ″ 152 SD501 No54 棒材 1184 スギ 有子し (2箇所 )

248 ω SD501 X71Y65 団扇形木製品 (172) ス ギ

248 a SD501 X71Y65 下層 覚状木製品 (83)

283 ι7 SG400 下層 Nol 漆器椀 (底径)74 内面赤色漆 外面黒色漆 赤色漆絵

謬 SG403 X51Y60 下層 Nol 漆器椀 ブナ属 内面赤色漆 外面黒色漆

漆器分析No3

288 密 SG405 下層 No2 漆器杭 ブナ属 内外面黒色漆 赤色漆絵

漆器分析No4 放射性炭素年代醜52

密 SG409 X38Y69 下層 漆器椀 内面赤色漆 外面黒色漆

% SG409 X39Y69 上層 円形板 (29) ス ギ 目釘あり 放射性炭素年代N053

ヱ認 X15Y40 1層 曲物底板 (1■0) (36) 12 ス ギ

286 /∂望 X10Y31 1層 (南側) 漆器 (蓋 ) ブナ属 内面赤色漆 外面黒色漆 赤色漆絵

漆器分析Nol 放射性炭素年代No51

286 ア骸 154 X95Y84 1層 板材 (■ 0) アスナロ 片面赤色漆 漆器分析No5

放射性炭素年代No59

第Ⅵ章 大野江淵遺跡
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第43表 大野江淵遺跡

第44表 大野江淵遺跡

挿図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類
法量 (clll・ g)

材質 備考
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

284 μ 155 SD5 X25Y51 石鍋 (31) (61) lB 404] 滑石

286 ′認 155 X75Y57 磨製石斧 Z0 蛇紋岩

286 ′34 X81Y60 砥石 (51) 485 3904 砂岩 混入物 (婁母・角尖石 ?)多 ▼

286 ′∂5 X88Y90 1層 石鍋 (64) 滑石

金

挿図 遺物 写真図版 遺梅 出土地点 種類
法量 (cn・ g)

備考

長さ 幅 厚 さ 重さ

283 77 SG409 X38Y68 上層 煙管 (吸日) (57) 径)09 005 256

284 認 156 SD611ユ X100Y67 鉄鍋把手 ? 64 7担 7a35 蛍光X線分析

′

“

X16Y35 Ⅲ層上面 銭 (元祐通費) 24 274

286 ′θ7 X74Y56 1層 銭 (寛永通賓) 多5 244

′認 X70Y72 1層 銭 (覚永通費) l112 100

286 ′と熟タ 156 X73Y53 1層 煙管 (雁首) 60 738

286 /1r9 156 X87Y69 1層 煙管 (吸口) 44 (径 )09 461

5Z∂



第Ⅶ章

中尾茅戸遺跡 。中尾新保谷内遺跡・神明北遺跡・大野江淵遺跡は,能越自動車道高岡北 IC～氷見

IC間の建設に伴い,平成14年度から平成16年度にかけて本調査を実施した遺跡である。 4遺跡は氷

見市域の北半部を流れる上庄川の中・下流域に開けた,上庄谷平野の南縁から中央部に分布している。

中尾茅戸遺跡は,荒館丘陵から樹枝状に延びる中尾山を隔ててやや谷奥に位置し,中尾新保谷内遺跡・

神明北遺跡は中尾山の丘陵裾から平野部にかけて広がる。大野江淵遺跡は平野部中央の氷見 IC付近

に位置する。これらの遺跡は平野の中でもかつて湿地帯であった低地部を避け,丘陵裾や台地状の高

まりに形成されている。

中尾新保谷内遺跡では,丘陵裾部からわずかながら縄文時代前期の遺物が出土したが,平地部では

遺構面より下位の標高4m前後に,縄文時代前期にあたる混貝層を確認し,縄文海進期には遺跡周辺

は海水が進入する内湾奥部のような環境であったことが明らかになった。しかし中期の初め頃には低

地にトネリコ属などの湿地林が存在したと推定され,徐々に海退が進んだことが窺える。中尾地区周

辺の平野部で確認された最も古い時代の遺構は,中尾茅戸遺跡の弥生時代後期の溝であるが,小規模

で遺構数は少なく,中尾新保谷内遺跡では磨製石斧等の石器,神明北遺跡では後期の弥生土器がそれ

ぞれ数点出土するにとどまった。続く古墳時代には,中尾茅戸遺跡において自然流路・溝 。土坑が検

出されたが,集落の中心とはいえない散浸な遺構分布であった。周辺の遺跡の分布をみても,その動

態が活発化するのは古代以降と考えられる。

大野江淵遺跡では,これに先駆けるように弥生時代後期から終末期にかけての遺構と遺物が確認さ

れた。検出された遺構は自然河川のみであるが,弥生土器の他,田下駄・梯子・建築部材等の木製品

が多数出土し,遺跡からそれほど遠くはない上流域に水田を営む集落が存在したと想定される。出土

した種実・草本類から,当時の環境は河道や湿地と開けた草地が存在し,周辺の丘陵地には安定した

森林があつたと推定され,上庄川中流域には比較的安定した平野が形成されていたといえる。上庄川

沿いに能登羽昨へぬけるルートは弥生時代終末期にまで遡るといわれており,定住生活を営む集落間

の交易も行われていたであろう。

9世紀に至っては,中尾地区でも集落の存在が確認される。中尾茅戸遺跡では,掘立柱建物・溝・

土坑が検出され,遺跡より更に西側に向かって集落が広がつていると予想される。中尾新保谷内遺跡

では,畑・溝・土坑が古代の遺構として確認され,中世とした掘立柱建物のいくつかは古代末期にi14

る可能性もある。中尾新保谷内遺跡の西側の丘陵に接する台地上には,平安時代後期の作である金銅

宝冠阿弥陀如来座像が出土した泉中尾廃寺跡や,古代末期とされる木造大日如来像を安置する白山神

社があり,中尾周辺は古代寺院が所在したとみられるが,今回の調査では,仏教関連のものとして,

9世紀頃の黒色土器鉄鉢と3点の灯明具を埋納した土坑等が検出された。寺院との関連は明らかでは

ないが,当時の仏教活動の一端を示すものと考えられる。また,現在の氷見市スーパー農道沿いの西

側に当たる中尾新保谷内遺跡北東部分と神明北遺跡南西部分は,当時は湿地帯が広がる低地であった

とみられるが,微高地となる神明北遺跡北東部分では,南北に40m以上の距離が確認できる溝から8

世紀後半～9世紀を中心とする墨書土器等が出上している。

玉
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大野周辺は『和名類衆抄』にみえる射水十郷の一つ,阿努郷の比定地で,東大寺の封戸が設定され

ている。平安時代中期には,越中権守源家賢の私領阿努庄となり,12世紀中頃には摂関家近衛家領と

して伝領されている。至徳 2年 (1385)に は阿努庄は三分され,上庄谷の上流地方を『阿努上庄』ま

たは『上庄』と称し,下流地方を『阿努下庄』または F阿努庄』『下庄』と称するようになった。時

代が降り,明治22年の町村制実施の際に阿努下庄の地に『上庄村』が成立することになるが,現在の

中尾・大野はこの上庄村に含まれる。阿努庄との直接的な関わりを示す遺物は出上していないが,そ
の時代の遺構として,中尾新保谷内遺跡では,西側の微高地を中心に13世紀～14世紀を主体とする多

数の掘立柱建物や井戸・溝・土坑・畑等が検出された。建物の規模や,遺物,一例として鎌等を研い

だとみられる砥石が多いことなどから,農村的な様相を呈する一般集落と考えられる。建物は総柱建

物が多く,数回の建て替えがなされており,中世前期には安定した居住域であったと考えられる。地

盤は砂質であるため,井戸は崩壊しやすかったとみられ,全て木側を用いているにもかかわらず短期

間に掘り直されているものもある。しかし,その反面湧水点が高く水が得やすい環境であったともい

えよう。

中世後期から近世にかけては,中世前期に居住域であった中尾新保谷内遺跡の西側微高地も耕地化

されたことが,多数の溜池の存在に裏付けられる。これらは平地に開削された皿池状の溜池で,楕円

形や,更に長大な溝状を呈するものがあり,大野江淵遺跡でも多数検出されている。文献資料にみら

れる氷見の溜池築造の記録は,天正年間を初現とする。氷見は天正13年 (1585),加賀藩の支配下と

なり,天正・慶長年間に検知が行われ,新田開発が奨励された。この頃,藩政下の最初の開拓者,園
の高木但馬は十二町潟付近を干拓し,浜地の所々に溜池を造り田畑を造成したという。中尾新保谷内

遺跡ではこれらの記録を遡る15世紀後半に,溜池が開削されたと推定される。確認したものはすべて

湧水点に達する深度まで掘削されており,水源は湧水と天水であったと考えられる。遺跡内の西側の

微高地では,溝で溜池と溜池を結び,水量を相互に補完したとみられる溜池のネットヮークがめぐら

されており,領主的支配の下に灌漑の管理・統制が行われ,公共性の高い工事が推し進められたもの

と推測される。これらの溜池の中には,完形の鉄鍋や,舟形かとみられる木製品が出土するなど,雨

乞いに関する祭祀が執り行われた可能性が考えられるものもある。大野江淵遺跡でも,中世後期から

近世の溜池力認5面検出されており,その時期は15世紀後半～16世紀前半と16世紀後半以降に大別され

る。前者は比較的小規模で楕円形を呈し,短い溝で複数の溜池と連結するが,河川等からの導水のた

めの長い溝とは連結せず,水源は中尾新保谷内遺跡と同様に湧水と天水と考えられ,その多くは17世

紀中頃までに埋没している。文献によれば,元和 2年 (1616)に ,上田村の鎌仲庄人郎が大野新村

1,000石の開拓事業に着手した。大野表出の北側にあたる三月田の第 1次開拓を皮切りとし,第 5次

開拓で大野中央部の県道以南にあたる最も広大な部分の水田化を図るため,群奉行に助成を願い出て,

元和 6年 (1620)に 上庄川から大野用水を引いた。その際,泉村を通過しなければ用水路を引けない

ため,泉村は見返りとして水利権を得,その結果,泉村領内に120面 もあったという小さい溜池をす
べて埋めて水田化したという。現在の中尾は泉村に含まれる。このことから,中尾新保谷内遺跡で検

出した溜池や,大野江淵遺跡の15世紀後半～16世紀前半の溜池の多くは,大野用水の開削に伴って,

不用のものとして埋められた可能性が高いと考えられる。しかし,河川・用水のみでは水需要は満た

されず,18世紀以降も,谷頭を堰き止めたダム式の大型溜池が各地に築造された。中尾の谷内池は現

在もその用を果たしている。平成の今に至る溜池灌漑の基礎が,中世に築かれたことが今回の調査で

明らかになったのである。
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